
 

 

 

有機資材の適合性を保証します！  

 

 

 

 
Organic Material for JAS products 

 

 

一般社団法人 有機 JAS資材評価協議会 

 

 

 

 

ホームページ 

http://www.yuhyokyo.com/ 

 

資材リスト 

http://www.yuhyokyo.com/list/ 



 

登録認証機関が共同で運営しています 
 

2000 年 8 月に有機 JAS 認証制度が始まって以来、肥料販売業者の規格に対する理解不足や間違

った宣伝による誤使用の事故が続き、有機農産物の生産者は資材に対し大きな不安とリスクを抱え

てきました。 

こうした積年の問題を解決するため、複数の登録認証機関が共同で 2011 年 6 月 2 日に有機 JAS

資材評価協議会を設立し、以下の事業を実施しています。 

 

 

●有機農産物の生産に係る肥料・土壌改良資材・農薬・調製用等資材及びその他の資材が、

有機農産物の日本農林規格別表並びに一般管理・育苗管理の規格・基準に適合するか否か

の審査 

 

●審査の結果、使用可能と判断したものをリスト化し、ホームページで公開 

 

●資材の有機 JAS 適合性判断・手順の理解を図るため、資材業者・生産者・登録認証機関

等を対象とした講習会の開催 

 

 

有機 JAS 規格別表等への資材の適合性評価は、農林水産省の『有機 JAS 規格別表等資材の適合性

判断基準及び手順書』に準拠した手順により行います。同時にコーデックスガイドラインの考え方

を参照します。 

 

 

 

 

組織の概要 

【役員】 

代表理事         

副代表理事        

理事(判定委員長) 

理事(検査担当)       

理事       

理事 

監事            

 

 

髙橋 勉 

島﨑眞人 

加藤和男 

岩堀 寿 

武内 智 

髙橋芳道 

湯川剛一郎 

 

(NPO)日本オーガニック＆ナチュラルフーズ協会 

(一社)日本農林規格協会 

(NPO)日本有機農業生産団体中央会 

(公財)自然農法国際研究開発センター 

(一社)日本農林規格認証アライアンス 

(NPO)環境保全米ネットワーク 

湯川食品科学技術士事務所  

【会員】登録認証機関 22 団体（2022 年 4 月現在） 



 

審査の流れは以下のようになっています 
 

登録には講習会修了者の在任が必須となります。申請書の提出前に当協議会の講

習会を受講してください。 
 

 事務局に書類送付をご依頼いただくか、当協議会ホームページからダウンロード

してください。 

  

 申請書類に関するご質問等は、事務局にお問い合わせください。 

  

 受理と同時に審査料の請求書を発行しますので、ご入金ください。必要な書類と

審査料の入金確認後に審査を開始します。 

  

 通常は書類のみで審査しますが、必要に応じて実地検査を行う場合があります。 

  

 判定は複数の判定員で行い、審査の適格性を図っています。また、不適格と判

断された場合でも不服申し立てをすることが可能です。 

  

 変更がない場合、登録証の有効期間は 3 年です。原料、名称等、申請内容に関

する変更は、事前にご連絡ください。 

  

 当協議会の資材リストに資材名、社名、区分等を掲載します。また、資材協ロ

ゴマークを配布しますので、製品に貼付するなどしてご使用ください。 

  

 毎年 11 月に、登録資材に変更が生じていないかを文書で確認します。変更があ

る場合は、再審査し適合性の確認をします。 
 

料金表           ※原則、単一原材料は「単肥等」、複数原材料は「複合肥料等」とする。 

種別 料金(円) 税込 

新規登録(複合肥料等) 55,000(登録証有効期間 3年) 

新規登録(単肥等) 33,000(登録証有効期間 3年) 

同一申請者の新規同時申請 2資材目以降(複合肥料等) 44,000(登録証有効期間 3年) 

変更／原材料・製造工程(複合肥料等) 44,000(新たに有効期間 3年)  

変更／原材料・製造工程(単肥等) 26,400(新たに有効期間 3年)  

変更／資材名・社名変更 11,000 

3年ごとの定期更新(複合肥料等) 44,000 

3年ごとの定期更新(単肥等) 26,400  

実地検査(疑義等があった場合) 33,000(6時間以内の検査、旅費・交通費は別途実費) 

分析検査(疑義等があった場合) 16,500(検査員によるサンプリング費用、旅費・交通

費は別途実費)、分析費は実費 

年間管理料（リスト登録事業者あたり） 5,500円（リスト登録のある 1年分）※2021.1.1 施行 

審査書類の請求 

申請書類の提出 

申請書類の受理 

書類審査 

判定 

登録証の発行 

リスト掲載 
ロゴマーク配布 

年次の確認 

講習会受講 



 

資材協議会のメリットは盛りだくさんです 
 

1. 資材協議会のリストは、有機 JAS 規格別表に適合する資材を商品名・製造者名で一覧できる

ので、使用の可否が誰でもすぐに判断できます。 

 

2. 資材協議会と登録認証機関との間で資材判定に関する受委託契約が締結されていれば、当該

登録認定機関の有機認証生産者は、煩雑な資料の収集をせずに有機 JAS 認証の申請をすること

が可能です。 

 

3. 資材協議会は、登録認証機関で仕事をする認証の専門家で構成されているので、肥料等の学

術的な知識だけでなく、有機 JAS 制度に関連する法律・基準等にも精通しています。 

 

4. 資材協議会は、資材の不正製造等に関する情報をいち早くキャッチする情報網を有していま

す。いざという時に、被害を最小限に抑える情報ネットワークを構築しています。 

 

5. 資材協議会は、利用者の利益を確保するため、資材判定業務で問題等が発生した場合に備え

て損害賠償保険に加入しています。 

 

6. 有機農産物の生産に係る資材に関する相談を随時受け付けております。 

 

 

 

一般社団法人有機 JAS 資材評価協議会 

<本部>〒104-0031 東京都中央区京橋 3 丁目 5 番 3 号 竹河岸ビル 3F  

特定非営利活動法人 日本オーガニック＆ナチュラルフーズ協会 気付 

 

<事務局>〒980-0011 

宮城県仙台市青葉区上杉 1-16-3 JA ビル別館 5F 

特定非営利活動法人 環境保全米ネットワーク 気付    

TEL：022－738-8343  FAX：022－783-8344  

Mail Address：info@yuhyokyo.com 

ホームページ：http://www.yuhyokyo.com/ 

 


